
○鉄道敷地の土地を２ｍを使用し、６ｍの生活道路を整備し、残りの部分で
緑道空間を整備する

○自転車は生活道路内に自転車ナビマークなどで、走行空間を明示し、歩行
空間へ侵入しないような整備を行う。

鉄道敷地から2ｍ 4ｍ拡幅

将来形

鉄道敷地 私道・その他現 在

緑道空間 【幅員８ｍ～】 生活道路 【幅員６ｍ】

(3) 生活道路・緑道の断面

4ｍ

合計幅員１４ｍ～１９ｍ

植栽帯・ガードパイプ等

1.8ｍ

1.8ｍ

中木３ｍ

自転車

６ｍ
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(4) 用地測量について

生活道路予定区域の土地を調査し、
土地の境界及び面積 を明確にするた
め、用地平面図を作成します。

①

用地平面図に生活道路の計画線を書
き入れ、計画している道路の位置を
明らかにして、用地取得をさせてい
ただく土地面積を算出します。

②

生活道路予定地に、道路の区域を示
す杭または鋲を打ちます。

③

これらの作業の際、土地・家屋への立入りをお願いするこ
とがあります。
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(5) 今後の事業スケジュール

H30.3.1
（本日）

①
事
業
概
要
説
明
会
の
開
催

④
用
地
説
明
会
の
開
催

⑤
用
地
折
衝
・
協
議

⑧
工
事
説
明
会

⑥
契
約
・
補
償
金
の
支
払
い

⑦
物
件
移
転

⑨
工
事
の
実
施

⑩
生
活
道
路
・
緑
道
の
完
成

平成30年度から実施予定
H30.4～

②
測
量
の
実
施
（
用
地
測
量
）

事業化まで

緑道等の作りこみについて
市民参加を実施

用地取得 整備（道路・緑道）

用地取得後に実施予定

③
事
業
着
手
の
手
続
き→

道
路
区
域
編
入
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Ⅱ 鉄道敷地の整備について
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